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林
業
成
長
産
業
化
地
域
創
出
モ
デ
ル
事
業 

⓱

宮
城
県
登と

め米
地
域

森
林
認
証
へ
の
取
組
を

契
機
と
し
た

林
業
サ
イ
ク
ル
の
再
構
築

～
登
米
市
森
林
管
理
協
議
会
の
取
組
～

登
米
地
域
の
林
業
の
現
況

　
宮
城
県
登と

め

し
米
市
は
、
宮
城
県
の
北
東
部
に
位
置

し
て
お
り
、
民
有
林
の
人
工
林
率
が
県
内
有
数
の

林
業
地
域
で
す
。
集
約
化
施
業
に
よ
る
積
極
的
な

利
用
間
伐
の
推
進
を
図
る
な
ど
森
林
整
備
と
素
材

生
産
が
盛
ん
な
地
域
で
、
こ
れ
ら
の
森
林
施
業
を

ジ
ェ
ク
ト
で
は
戦
後
拡
大
造
林
に
よ
り
形
成
さ
れ

た
後
発
林
業
地
域
で
あ
る
弱
み
を
、森
林
認
証
へ
の

取
り
組
み
を
ベ
ー
ス
に
林
業
サ
イ
ク
ル
の
再
構
築

を
図
り
、強
み
に
変
え
て
い
く
も
の
で
す
。こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
平
成
30
年
に
林
業
成
長
産
業
化
地

域
創
出
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
認
定
さ
れ
て
、５
年
間

に
わ
た
り
集
中
的
に
取
り
組
む
事
と
な
り
ま
し
た
。

以
降
、本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
特
徴
で
も
あ
る
持
続
可

能
な
森
林
資
源
の
育
成
と
認
証
材
の
増
産
及
び
安

定
供
給
、広
葉
樹
材
の
高
次
加
工
に
よ
る
多
様
な
製

品
開
発
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
【
図
１
】。

持
続
可
能
な
森
林
資
源
の

育
成
と
認
証
材
の
増
産

及
び
安
定
供
給

（
１
）
流
通
の
一
元
管
理

　
協
議
会
の
運
営
に
あ
た
り
「
Ｆ
Ｍ
認
証
管
理
事

務
局
」
と
「
Ｆ
Ｍ
認
証
材
流
通
事
務
局
」
の
２
つ

担
う
の
は
市
内
に
３
つ
あ
る
森
林
組
合
（
東
和
町

森
林
組
合
、
津
山
町
森
林
組
合
、
登と
よ
ま米
町
森
林
組

合
）
と
米
川
生
産
森
林
組
合
で
す
。

　
ま
た
市
内
に
は
、
首
都
圏
や
仙
台
圏
市
場
等
へ

の
出
荷
に
特
化
し
た
製
材
団
地
が
あ
り
ま
す
が
、

木
材
需
要
の
変
化
に
さ
ら
さ
れ
て
お
り
、
品
質
・

性
能
に
対
す
る
消
費
者
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
や
付
加

価
値
の
高
い
製
品
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
平
成
28
年
に
登
米
市
有
林
２
，

７
１
７
ha
で
Ｆ
Ｓ
Ｃ
Ⓡ
森
林
認
証（
Ｆ
Ｍ
認
証
）の
取

得
に
取
り
組
み
、
市
内
４
組
合
と
登
米
市
に
て「
登

米
市
森
林
管
理
協
議
会
」（
以
下「
協
議
会
」）が
設
立

さ
れ
ま
し
た
。

林
業
成
長
産
業
化
地
域
構
想

　
厳
し
い
状
況
の
林
業・木
材
産
業
を
打
開
す
る
た

め
に
、協
議
会
の
構
成
員
で
議
論
を
重
ね
、６
つ
の

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
策
定
し
ま
し
た
。こ
の
プ
ロ

登米市内の森林認証林

FSC 認証の年次監査計画的な森林施業 図１　登米地域林業における６つの重点プロジェクト
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の
事
務
局
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
Ｆ
Ｍ
認
証
管
理

事
務
局
は
協
議
会
の
代
表
と
し
て
Ｆ
Ｍ
認
証
の
維

持
管
理
に
必
要
な
事
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
一
方

Ｆ
Ｍ
認
証
材
流
通
事
務
局
は
、
認
証
林
か
ら
産
出

さ
れ
る
す
べ
て
の
木
材
の
流
通
を
行
う
役
割
＝
流

通
の
一
元
管
理
を
担
っ
て
い
ま
す
【
図
２
】。

　
一
見
す
る
と
流
通
の
一
元
管
理
は
、林
業
事
業
体

が
単
独
で
素
材
生
産
か
ら
販
売
ま
で
を
行
う
事
よ
り

も
煩
雑
で
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
に
く
く
、ま
た
一
般
的

に
は
川
上
側
と
し
て
森
林
認
証
に
取
り
組
ん
だ
と
し

て
も
価
格
優
位
性
や
販
路
拡
大
、認
証
取
得
コ
ス
ト

が
課
題
と
な
る
と
い
わ
れ
ま
す
。し
か
し
協
議
会
の

取
り
組
み
で
は
左
記
の
成
果
が
出
て
お
り
、持
続
可

能
な
取
り
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

①
認
証
森
林
の
蓄
積
・
供
給
量
を
一
つ
に
集
約 : 

宮
城
県
石
巻
市
に
は
Ｂ
材
の
大
口
需
要
先
で
あ

る
大
規
模
な
合
板
工
場
が
集
積
し
て
お
り
、
流

通
一
元
化
に
よ
る
素
材
集
約
に
よ
っ
て
合
板
工

場
と
の
直
接
取
引
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

②
安
定
し
た
需
要
と
価
格 : 

３
ヶ
月
先
ま
で
の
素

材
生
産
計
画
に
基
づ
き
販
売
を
行
う
こ
と
が
で

き
、計
画
的
な
森
林
整
備
、素
材
生
産
が
出
来
て

い
ま
す
。

③
森
林
認
証
材
の
安
定
供
給 : 

販
売
先
の
視
点
で

捉
え
る
と
、
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
が
確
保
さ
れ

た
森
林
認
証
材
が
安
定
的
に
供
給
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
林
産
品
の
生
産
安
定
と
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ

ド
法
へ
の
対
応
が
容
易
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
２
）
一
貫
作
業

　
森
林
資
源
の
循
環
利
用
に
基
づ
く
認
証
材
の
安

定
供
給
体
制
を
確
立
す
る
た
め
に
、
従
来
の
地
拵

や
植
付
の
作
業
方
法
を
抜
本
的
に
見
直
し
て
、
車

両
系
林
業
機
械
を
活
用
し
て 

伐
採
～
地
拵
～
植
付

を
連
携
し
て
同
時
に
行
う
「
一
貫
作
業
」
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
コ
ン
テ
ナ
苗
に
よ
る
伐
採
・
再

造
林
の
１
ユ
ニ
ッ
ト
化
に
よ
り
、
地
拵
え
作
業
の

軽
減
・
植
栽
作
業
の
平
準
化
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

広
葉
樹
材
の
高
次
加
工
に
よ
る

多
様
な
製
品
開
発

　
広
葉
樹
材
、
特
に
認
証
材
の
需
要
は
大
き
く
、

パ
ル
プ
材
の
他
に
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
材
等
の
内
装
建

材
や
家
具
に
至
る
ま
で
広
範
囲
に
お
よ
び
ま
す
。

そ
こ
で
商
社
と
共
同
開
発
し
た
内
装
建
材
シ
リ
ー

ズ
「
登
米
材
」
の
開
発
や
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
家
具
ブ

ラ
ン
ド
「Kitakam

i

」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
こ

の
取
組
に
よ
り
広
葉
樹
材
の
需
要
が
高
ま
り
広
葉

樹
林
の
更
新
伐
が
促
進
さ
れ
、
森
林
所
有
者
へ
の

利
益
還
元
に
も
寄
与
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
成
果

　
平
成
28
年
に
登
米
市
有
林
の
森
林
認
証
取
得
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
た
取
組
は
、
令
和
２
年
に
は
各
森

林
組
合
管
理
森
林
と
個
人
所
有
林
を
合
わ
せ
て
９
，

１
６
７
ha
と
な
り
当
初
の
約
３・４
倍
、
市
内
民
有

林
の
約
47
％
が
森
林
認
証
林
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
認
証
材
の
素
材
流
通
量
は
平
成
29
年
の
８
１
０

㎥
か
ら
令
和
元
年
は
約
19
倍
の
１
５
，
６
８
６
㎥

に
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
認
証
面
積
の
増
加

と
認
証
材
の
流
通
に
よ
り
、
再
造
林
面
積
は
32
・

８
ha
（
う
ち
一
貫
作
業
７
・
32‌

ha
）、
広
葉
樹
の

活
用
に
よ
る
更
新
伐
の
面
積
は
29
・
73‌

ha
と
な
り
、

モ
デ
ル
事
業
に
よ
る
林
業
サ
イ
ク
ル
の
再
構
築
の

成
果
が
着
実
に
あ
ら
わ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

登
米
市
森
林
管
理
協
議
会

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
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CoC 認証に基づく適切な流通一貫作業～伐採から植付までを連携して
実施

一貫作業～植栽

認証広葉樹を使用した家具
「kitakami」

図２　認証材流通の一元管理




